
平成３１(令和元)年度全国学力・学習状況調査結果を授業改善に生かすために

県北教育事務所

国語（小学校） ※ 領域別の正答率（値は県北地区）

※ 正答率の比較 【正答率から見えた成果】
○ 必要な情報を得るため

正答率 H31(R1） 全国比 に、本や文章全体を概観
して効果的に読むことが

県北 62.9 -0.9 できる。２二
○ 目的を明確にして聞き、

県 64 -0.2 情報を関係付けながら聞
き、自分の考えをまとめ

全国 63.8 ることができる。３三

＜正答率の低かった問題＞ 例：１三

◇ 目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書く（「書くこと」）

「事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたり
すること」（第５・６学年｢書くこと｣）に関連する問題です。上記の囲み(ア)と(イ)から、それぞれ「公
衆電話はどのような時に必要なのか」、「公衆電話にはどのような使い方や特徴があるのか」の両方を
読み取って抜き出し、まとめて書くということができた子どもは２６％でした。
＜学習指導にあたって＞
ポイントは、「根拠や理由を明確にして書く力」の育成です！
○ 自分の考えが相手に伝わるような文章にするために
・ 事実と考えとを区別して書く。理由を明確にして自分の考えをまとめる。

○ さらに、説得力をもって自分の考えを伝えられるようにするために
・ 調べて分かった事実の中からふさわしいものを取りあげ、自分の考えに関係づけて書く。

○ 文章全体の構成を踏まえて書くことができるようにするために
・ 調べたことを報告する文章は、「調査の目的や方法」「結果から考えたこと」で構成して、根拠
や理由を明確にして書く。

【正答率から見えた課題】
● 目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書く。（条件作文）１三
● 文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書く。１四(2)
● 情報を相手に分かりやすく伝えるための記述の仕方の工夫を捉える。（箇条書き）１二

【「ふくしまの授業スタンダード」との関連】
☆ 自分の考えが、どの叙述に基づいているのかを明らかにしながら表現させましょう。
☆ 根拠や理由を明確にして自分の考えを書く学習活動を指導過程の中に位置付けましょう。
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